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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本研究は、発達検査の認知的要因の分析について、近年の発達障害研究で指摘されている
他者認識に関わる認知発達の観点を導入し、臨床関係者に広く採用されている新版 K 式発
達検査 2001（以下、新 K式発達検査）の改良に向けて、新たな検査課題の開発と既存の検
査課題の再検証を行ったものである。以下、全 7 章から構成されている本論文の内容につ
いて概略を述べる。 
第 1章では、発達検査や知能検査の歴史が概観され、本研究が取り上げる新 K式発達検
査の臨床的有用性と問題点が現在の新たな社会的要請の文脈で提示されている。そして、改
訂時期を迎える新 K 式発達検査の課題として、社会的変化に対応するための新たな検査課
題の開発と既存の検査課題の精査の必要性が指摘されている。 
第 2 章では、発達検査において他者認識に着目することの意義と、他者の水準を三つに
分けて発達検査課題を見直すことの妥当性が議論されている。本論文では、他者認識を人が
特定の他者や一般的な人たちを知覚し、その特性や状態を把握する心的活動と定義し、第一
水準の他者は検査場面で実際に対面している検査者、第二水準は検査課題の中で刺激とし
て提示される第三者、第三水準は検査課題の表現には明示されていない不特定多数の一般
的他者と定義している。 
第 3 章では、第一水準の他者認識を評価する課題として、検査者が他者となり、受検者
がその指示に応じて「じゃんけん」の手の形を出す「じゃんけん課題」の作成過程と、検査
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課題としての適用可能性を実証的に検討した結果が提示されている。この検査課題には下
位検査課題として「手の形の理解課題」「勝ち判断課題」「負け判断課題」の 3つがあり、新
K式発達検査の基準である 50%通過年齢が、「手の形の理解課題」が 2歳 7ヵ月、「勝ち判
断課題」が 4歳 9ヵ月、「負け判断課題」が 5歳 4ヵ月であり、じゃんけん課題の成績と新
K式発達検査の発達年齢との相関が有意であることが見出された。さらに、課題別の通過率
曲線からも発達評価に利用可能であることが確認された。 
第 4章では、第二水準の他者認識を評価する課題として「物理的変化の理解」「人物の行
為の意味理解」「人物の心的状態の理解」に該当する「すべり台」「花」「郵便」「競走」の 4
種類のストーリーから成る「絵並べ課題」の作成過程と適用可能性についての実証的検討が
提示されている。50%通過年齢は、「すべり台」が 4歳 9ヵ月、「花」が 4歳 4ヵ月、「郵便」
が 5歳 8カ月、「競争」が 6歳 6カ月で、新 K式発達検査の発達年齢との相関が有意であ
ることが確認された。また、課題の通過基準として新 K 式発達検査の他の課題でも採用さ
れている 2/4通過と 3/4通過の 2段階を採用することが適切であると確認された。 
第 5 章と第 6 章では、第三水準の他者認識にかかわる課題として、既存の財布探し課題
に焦点を当て、第 5 章では回答に対する検査者の判断基準の問題について、第 6 章では検
査課題の表現と受検者の認識の両面から実証的検討を行った結果が報告されている。財布
探し課題とは、検査用紙に描かれた菱形の図（縦 8 ㎝、横 5 ㎝、図の下方が 5 ㎜程度開
いているもの）を短い草が一面に生えた広い運動場と見立て、そのどこかに落とした財布を
探すときにどのように歩いて探すかを描線で示すよう求めるものである。判定基準として
探索の合理性・計画性および探索の詳しさが採用されている。探索の詳しさの指標としては、
菱形の図の対角線と探索の跡を示す描線との接点の数を 2で割った「周回数」が用いられ、
2周未満が「不通過」、2周以上が「Ⅰ通過」、4周以上が「Ⅱ通過」と 3段階で評価され
る。この周回数の基準は大多数の反応水準に合致するということで採用されたものである。
すなわち、財布探し課題における受検者の反応は不特定多数の人が合意する水準であるこ
とが求められている。ところが、この財布探し課題は小学高学年を対象とする課題であるに
もかかわらず、成人でも探索の詳しさの基準に合致しない 1 周で終わるような反応が生じ
ることが知られており、特に成人になって初めて臨床上の要請から発達検査を受検するケ
ースの診断に困難さをもたらしている。 
第 5 章・第 1 節では、財布探し課題の不通過反応の臨床的解釈に受検者の生活年齢がどの
ように影響しているかについて臨床実践家に対して行った調査結果が報告されている。こ
の調査では、臨床実践家が 1 周で終わる反応について、成人のものと仮定した場合には知
的な問題と情緒的な問題の二つの側面から危惧する傾向にあることが示された。第 2 節で
は、判定基準である探索の合理性、計画性、探索の詳しさ、探索の一貫性が何をもとに判断
されているかについて、第 1 節とは異なる臨床実践家を対象に行った調査結果が報告され
ている。探索の詳しさは空白部分の少なさ、一貫性は探索経路の対称性と関連が強いことが
うかがえた一方で、合理性や計画性は判定者によって描線から受ける印象が異なり、明確な
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基準の必要性が示唆された。第 3 節では、周回数不足反応が出現する要因を分析するため
に、大学生を対象に財布探し課題を実施し、反応時の言語プロトコルを収集するとともに、
事後に描画表現に対する質問調査を行った結果、教示から描く探索場所のイメージの違い
が周回数不足反応につながっている可能性が示唆された。 
第 6 章・第 1節および第 2 節では、成人における財布探し課題の不通過反応を誘発する
要因として、課題側の問題点を検討するために、課題の教示を変更した条件を設定して、そ
の影響を検討した 2つの調査結果が報告されている。調査は大学生を対象に新 K式発達検
査の他の検査項目も併せて実施され、検査項目間で成績の関連が調べられた。その結果、財
布探し課題の成績と他の成人向け検査課題の成績には関連がみられず、財布探し課題にお
ける周回数不足反応は知的能力の問題とはいえないこと、教示の変更は探索空間イメージ
の一部には影響を及ぼしたものの財布探しの成績には効果がないこと、その一方で財布探
しの成績と探索空間イメージには関連がみられることが確認された。以上から、周回数不足
反応は課題意図の推測や他者に向けての表現における注意や思慮の不足を示している可能
性が考えられた。第 3 節では、財布探し課題の不通過反応の原因を受検者側の要因から探
る目的で、財布探し課題と合わせて、教示文の再生および別の文章記憶課題、探索プラン生
成における優先事項に関する質問紙調査を行った結果が報告されている。財布探しの成績
と教示文の再生成績や文章記憶課題の成績に関連がみられず、周回数不足反応が課題情報
の把握における記憶力にかかわる可能性は低いことが確認された。さらに、探索プラン生成
時の優先事項の分析から、周回数不足反応は、課題の要求からみて適切とはいえない効率重
視に起因している可能性が示唆された。全体考察では、大学生の周回数不足反応の背景要因
として、課題の出題者は正確に何を求めているのか、探索プランを示す描線は誰が評価する
のか、その評価基準はどのような合意に基づくものかといった、課題には明示されていない
他者の存在に対する認識が不十分であった可能性が示唆された。 
第 7 章では研究全体の総括と今後の課題が述べられている。今後の課題としては、臨床
的な有用性を測るために、定型発達児者と臨床事例との比較や他の臨床用の心理検査結果
との比較などが重要であるとしている。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
論文審査は、研究の新規性、研究の学術的・社会的意義、博士論文としての完成度に重点
を置いて行った。 
本研究では、個人が特定の他者や一般的な人たちを知覚し、その特性や状態を把握する心的
活動を「他者認識」として捉え、発達検査課題で提示される「他者」を三つの水準でとらえ
直すことを新たに提案している。検査課題に他者認識の観点を持ち込むという提案の背景
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には、近年、相談件数が急激に増加している発達障害の存在がある。とりわけ、知的障害が
見られないために未診断であることが深刻な問題となっている自閉症スペクトラム障害が
あり、その障害特性に関連して他者の認識に関わる評価尺度を充実させることが重要であ
るという臨床専門家の認識がある。この要請に対して、0歳から成人まで適用でき、医療・
教育・福祉の現場で広く活用されている新 K 式発達検査を対象に、対面の二者関係におけ
る他者認識、課題中に提示される第三者の行動や意図に関する他者認識、課題には明示され
ていない一般的他者の想定に関わる他者認識という三つの観点から新しい検査課題の開発
と既存の検査課題の見直しを行った。 
本研究で開発された検査課題の発達的位置づけにより、定型発達児では他者の意図や心
情の読み取りは、対面の他者、視覚的に提示された第三者の順に難易度が高くなり、言語的
に明示された状況における社会的な慣習の理解の方が発達的に先立つことが示された。こ
のことは、発達障害の具体的な支援を考える上で有用な情報となるものと期待される。 
また、新 K 式発達検査に含まれる財布探し課題の不通過反応が知的発達の未熟さと結び
付けて解釈される傾向にあることが実証的に示された。その一方で、不通過反応が知的発達
の遅れを示すものではない結果も示されていて、成人の不通過反応の解釈に慎重さを求め
る知見を提供している。本論文では、財布探し課題の不通過反応は、課題の求める探索レベ
ルの推測が不適切であること、その背景要因として、回答を誰が評価するのか、評価の合意
基準はどこにあるのかなどの認識が欠如している可能性を指摘している。確かに、社会で適
応する上では、明示されていない不特定多数の一般的な他者の心を想定できることが重要
であると考えられる。特に、成人において臨床的な問題から相談に至った事例では、不特定
多数の他者の心の理解という観点も含めて反応を評価することが理解や支援に重要である
と指摘した点は意義深い。 
本研究は、従来の発達検査の枠組みに新たな診断の視点を提案し、その提案について具体
的な検討課題を特定し、緻密な調査の遂行を通して実証的データに基づく重要な知見を提
供している。本研究が設定した目的は、問題提起に深く関連した的確なものであり、十分な
スコープを有するものであると評価できる。それらはすべて期待される基準を十分に満た
す水準で達成されており、研究の完成度という点でも高く評価できる。 
 以上、本論文は、研究の新規性および学術的・社会的意義について高く評価できるもので
あり、研究の完成度についても十分な成果を収めているものと評価できる。よって、本論文
は博士論文として価値あるものと認める。 
